
　　　　　　　　　　「第４次総合計画第３次実施計画」作成調書 （単位：千円）

①基本計画の体系 大綱４　（２６）　観光・交流 ③ 担 当 課 総合政策部企画財政経営課
4 26 1 1 1
4 26 1 1 1

⑤１０年後のまちの姿
2025大阪・関西万博へ参加し、世界の最先端技術やサービス・異文化等を直接体験することにより、未来社会に対し明るい希望
を持ちながら社会課題の解決に向けて積極的に挑戦する子どもたちが育っています。

⑦　　　S D G ｓ ４【教育】 質の高い教育をみんなに タ－ゲット 4.7

⑧　事　業　内　容 ⑨ 概 算 事 業 費

（１） 大阪・関西万博への子ども（４～17歳）無料招待実施に向けた準備手続 561

（２）

（３）

（４）

（５）

（１） 大阪・関西万博への子ども（４～17歳）無料招待の実施 7,450

（２） 大阪ウィークへの出展による本町の特徴的な取組の情報発信 1,000

（３）

（４）

（５）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 合計

国・府補助金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 561 8,450 0 0 9,011

概算事業費（合計） 561 8,450 0 0 9,011

（備考）

② 事 務 事 業 名 大阪・関西万博関係事業 ④ 整 理 用 コ ー ド

⑥ 事 務 事 業 概 要
大阪・関西万博の開催に向け、博覧会協会や大阪府・大阪市と連携し、機運の醸成を図るとともに、開催期間中において、子どもを対象とし
た無料招待や万博会場において本町の魅力を発信する。

６年度

７年度

８年度

９年度

⑩ 財 源



　　　　　　　　　　「第４次総合計画第３次実施計画」作成調書 （単位：千円）

①基本計画の体系 大綱4（26）観光・交流 ③ 担 当 課 住民部産業振興課

② 事 務 事 業 名 地域活性化事業・観光案内所運営事業 ④ 整 理 用 コ ー ド 4 26 1・2 1～2・1～2 2

⑤１０年後のまちの姿 観光関連産業が発展し、地域産業が活性化しつつあります。交流人口が増加し、まちのにぎわいが創出されます。

⑦　　　S D G ｓ ８【経済成長と雇用】 働きがいも経済成長も ターゲット ８．９

⑧　事　業　内　容 ⑨ 概 算 事 業 費

（１） くまとりにぎわい観光協会への支援（駅下にぎわい館における観光案内機能強化・自走自立に向けた検討）など 17,422

（２） 広域連携による観光振興の推進（一般社団法人KIX泉州ツーリズムビューロー） 1,486

（３） 果樹農園の整備運営に対する支援 3,686

（４） 住民提案協働事業補助金（Market Kumatori） 300

（５）

（１） くまとりにぎわい観光協会への支援（駅下にぎわい館における観光案内機能強化・自走自立に向けた検討）など 16,670

（２） 広域連携による観光振興の推進（一般社団法人KIX泉州ツーリズムビューロー） 1,469

（３） 果樹農園の整備運営に対する支援（第３農園での選果場の建設に対する補助を含む） 5,932

（４） 行政テーマ型住民提案協働事業補助金（Market Kumatori） 70

（５）

（１） くまとりにぎわい観光協会への支援（駅下にぎわい館における観光案内機能強化・自走自立に向けた検討）など 14,897

（２） 広域連携による観光振興の推進（一般社団法人KIX泉州ツーリズムビューロー） 1,469

（３） 果樹農園の運営に対する支援 1,685

（４） 行政テーマ型住民提案協働事業の実施 150

（５） 熊取地車祭礼委員会の運営に対する支援 750

（１） くまとりにぎわい観光協会への支援（駅下にぎわい館における観光案内機能強化・自走自立に向けた検討）など 14,908

（２） 広域連携による観光振興の推進（一般社団法人KIX泉州ツーリズムビューロー） 1,469

（３） 果樹農園の整備運営に対する支援 1,685

（４）

（５）

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 合計

国・府補助金 0

地方債 0

その他 300 300

一般財源 22,594 24,141 18,951 18,062 83,748

概算事業費（合計） 22,894 24,141 18,951 18,062 84,048

（備考）

⑥ 事 務 事 業 概 要

本町の自然文化等、地域資源の魅力の発掘・発信や既存の観光資源を活かしたイベント等を通じて認知度を高め、交流人口の増加に努める
とともに、多様な関係者と協働し、にぎわいづくりを推進する。また、広域組織に参画し、連携したプロモーションを行う。さらに、野外活動ふれ
あい広場周辺において、にぎわい創出の新たな仕掛けづくりとして取り組んでいるブルーベリー農園を継続支援するとともに、ブルーベリーを
使った特産品の開発に向け、農園運営事業者や町内飲食店と協力を図り、更なるにぎわいの拡大を目指す。
さらに、観光振興を目的に、地車祭礼の運営のうち、観客に係る費用の一部を支援する。

６年度

７年度

８年度

９年度

⑩ 財 源


